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 趣味：ダイビング・写真・飲み会・生き物（蛾と毛虫は除く）

岩井克巳

本業（一応）：環境と防災の調査・リスクコンサルタント
NPOのメンバーとして大阪湾の環境保全活動を行っている。
大阪湾の魚介類を食べることが環境保全に繋がる！！と信じて、若い世代
の親子を対象とした環境と食のイベントを主宰。



楽観主義ではありませんが・・・

自分たちも楽しみます！！



大阪湾ってどんなところ？？

一般の人が感じる“大阪湾”の３大イメージ

・・・・・あぶない

Ｂ

大阪湾って “ＡＫＢ”

ＤAＩＧＯ語で表現すると・・・・

オフィシャルHPより

Ａ

・・・・・くさいＫ

・・・・・ばっちい（汚い）
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波浪や風の影響をあまり受けなくなり、安心して遊べる浜になった

たくさんの鳥がくるようになった

海水浴や潮干狩りなどの海辺のレクリエーションができなくなった

海域の浜の生物が少なくなった

海水が汚れた

海への景観が閉ざされた

その他

30年前の御前浜・香櫨園浜の自然環境との比較 (複数回答、回答者315人)
「海と陸との環境共生学 海陸一体都市をめざして」から抜粋
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海水浴や潮干狩りなど海のレクリエーションが
できなくなった ・・・・・・ 42.2%

海への景観が閉ざされた ・・・・・・・・・・・・ 73.7%

人々の気持ちは・・・

目の前に海があるのに・・・
近くて遠い大阪湾になっていることに危機感！



http://cress30.exblog.jp/i200/

♪大阪の海はぁ～
悲しい～色やねぇ～♪



逃げたらあかん逃げたら
くちびる噛んだけど

大阪の海は悲しい色やね

さよならをみんな

ここに捨てに来るから

一度だってあんた

憎めなかった

河はいくつもこの街流れ
恋や夢のかけら

みんな海に流してく

泣いたらあかん
泣いたら・・・

切なくなるだけ

そんなことも分からんようになったんか？

Hold me tight！！

あんたあたしの青春やった



♪にじむ街の灯を ふたり見ていた～

見ていたのは海の上だけだった(>_<)



確かに・・・悲しい～色(>_<)

♪大阪の海は 悲しい色やね～



♪さよならをみんな～
ここに捨てに来るから～(>_<)

泣いたらあかん！・・・・(T_T)



悲しくない大阪湾だってあるんだ！！



生き物もたくさんいる！

ホウボウの一種（幼魚）

ヒメイカ

モロハタマキビ

イシガレイ（幼魚）

ヨウジウオ

メバル（幼魚）

エビジャコ属 ミドリアマモウミウシテナガダコ

トビウオ幼魚
クサフグ

なのに・・・・



「近くて遠い大阪湾」を
「身近な大阪湾」にするために

忘れてしまった大切な何かを取り戻そう！
変えていくのはみんな！

変えられるのもみんな！！

何ができる？？

私たちの生活の中で何を忘れた？？

そんな思いで取り組んでいること・・・



豊かな海

＝
魚がたくさん

いる海

魚のエサがた
くさんいる海

美味しい魚が
たくさんいる

漁業が盛んになる

魚屋さんでたくさん
売っている

みんなが食べる

うんちやおしっこが
陸から海へ下る

プランクトンが
増える

少し濁った海 きたない海

米や野菜
が育つ

田んぼや畑の
栄養になる

＝

きれいな海

≠

海藻が増える

魚のすみか
が整う

海を耕して
くれる

魚が増え
すぎない

＝

プランクトンのエサになる
海藻のエサになる

豊かな海って？（健康な大阪湾）

人
々
の
生
活
が
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
に
！

プランクトンのエサになる
海藻のエサになる

海藻が増える

≠

澄んだ海＝



人々の日常生活でもできること

簡単だから長続きする、長続きするから効果が出る！

まずはみんなに知ってもらうことから！

大阪湾の魚を食べること・・・

これも立派な

大阪湾の環境保全活動です！！



大阪湾

の環境

漁師が魚

をとる

みんなが

魚を食べる

大阪湾の

生きものと

触れる

みんなが

大阪湾を

知る

みんなが

大阪湾に

行ってみる

みんなが

大阪湾で

遊ぶ

聴く

視る
触る

嗅ぐ 味わう

五感で大阪湾を体験する



大阪湾では、海と陸とが「生活」でつながった
“豊かな海”でした。

※出典：「⼤阪の漁業と暮らし」より



そんなこと言われても、昔は昔、今は今！
こんなことができる海が大阪湾にあるのか？

可能性は、あった！！



Google

波有手の海って？？？

 阪南市鳥取付近の旧地名“波有手
村”の海岸。

 潮通しが良い砂質の浅場が多く、
海苔やワカメの養殖、サザエ・ア
ワビ・ナマコなどの潜水漁業も営
まれている。

 泉州地域の海岸では、かつては
50軒を超える海苔の養殖が行わ
れていたが、現在は3軒となり、
その内2軒が波有手海岸で行われ
ている。

ぼ う で



8,450m2

1,680m2

大阪府下最大の約1haのアマモ場が存在！



アマモ場の生物



阪南やぐら祭りの「御輿渡御」

人々の生活と海のつながりを感じられる場所



大阪府で唯一海苔養殖をおこなっている



波有手を子供たちが自慢できる“ふるさと”に！！



みんなに知ってもらう体感イベントもできる！！



小学生スタッフがキャラクターを考案！！



自分で作っちゃえ！！
大阪産（もん）定食

自分で釣った魚 体験漁業で捕まえたタコ

自分で育てたお米

自分で育てた海苔

自分で育てたワ
カメの味噌汁





お祭りも！！



最近では・・・



シュノーケリング教室



大阪湾体験ダイビング



大阪湾ダイビングスポット創造



みんなでワカメを育てよう



まだねむい
よぉ～

きみだぁれ？タコくんだ！

子どもたち向けにはこんなクイズも



アメフラシのたまご

そうめんみた
いや

アメフラシ
くんだ





あれっ…
だれやろう？

ふぐや！！



あっ…まんな
かあたりに…



すな？？
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イベントを通じて分かったこと・・・

1）意識して

食べるように

なった

57%

2）変わらない

41%

3）意識して食

べなくなった

2%

(1)きたない－きれい(5)

全6回のイベントを通じて大阪産の魚介類や海藻を

意識は変わる！！

59% 26%
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(1)行きにくい－行きやすい(5)

(1)親しみのないーある(5)

第1回目 第6回目

第1回目 第6回目

行きやすくなったが、親しみまでは・・・

38% 51%



親しみを持ってもらうためには・・・

やっぱり胃袋！！



漁師の店 魚安（うおやす）
住所 : 阪南市箱作1602
電話 : 090-5365-1353
定休日：火曜日・土曜日・シケの日

相良水産（ワカメ）

住所 : 阪南市鳥取１１８０
電話 : 072-473-1252 

名倉水産（海苔）

住所 : 阪南市鳥取１０７１
電話 :090-5138-9840

有限会社英進丸（ワカ

メほか）

住所 : 阪南市鳥取699-5
電話 : 072-471-0133

大阪湾を買えるお店

南海本線
⿃取ノ荘駅

相良⽔産

名倉⽔産

英進丸

⿂安（うおやす）

南海本線
箱作駅



大阪湾を味わえるお店
（阪南市）

酒菜工房 ココロ（想）
072-470-6666

大阪府阪南市尾崎町52
（南海本線尾崎駅東出口 徒歩3分）

三平
072-473-1546

大阪府阪南市下出８０−１
（南海本線尾崎駅東出口 徒歩5分）

居酒屋 真
大阪府阪南市箱作１１４１−３
（南海本線箱作駅 徒歩７分）

南海本線
尾崎駅

ココロ（想）

三平

南海本線
箱作駅

真



大阪産（もん）料理 空 堀江店
大阪市西区北堀江1-1-27 イマイビル１Ｆ
（地下鉄四ツ橋駅 ３番出口 徒歩１分）

大阪湾を味わえるお店
（大阪市内）

空

創作酒房 十六夜（いざよい）二丁目
大阪市阿倍野区 阿倍野筋 2-4-48
（谷町線阿倍野駅より徒歩1分）

⼗六夜 ⼆丁⽬



⼤塚プロジェクト（⼤阪府⽴⼤）
JST（科学技術振興機構）研究開発費

「多世代共創による持続可能な漁業と⿂⾷が
もたらす⿂庭の海の再⽣」

NPO活動（CAN）
各種助成⾦

イベント（稲作・体験漁業・海苔づくり）を通じて、資
源循環・環境保全・⿂⾷普及を図る。

NPO活動（⼤阪湾研究センター）
各種助成⾦

⼤量発⽣する“アオサ”（未使⽤資源）を活⽤して肥料や化
粧品に利⽤できる“フルボ酸”（有⽤資源）を⽣成する技術
を開発し、将来的な漁業者の収⼊源とすることを図る。

企業活動（⽇本ミクニヤ）
各種受託事業

環境改善・修復技術の実証フィールド誘致
「海藻⽣⻑促進実験（⽇新製鋼）」

海藻の⽣⻑促進技術の海苔やワカメ養殖への適⽤を実証す
る（現地実証実験）。

地域も元気にならねば！
事例：浜の活力再生プラン（西鳥取漁協）の支援

環境改善や新たな流通の創出を推進し、地産地消・旬産旬
消による地域の少量多品種⿂類の消費量を増加させること
で漁業の経済的な⾃⽴を図る。（カキ養殖 他）

「海と陸とのつながりを味わおう」

「アオサを⽤いたフルボ酸⽣成実験」

基本⽅針
⾙類を中⼼とした「養殖業」の展開による漁業収⼊の安定化
漁場環境改善による漁獲量の向上
地域を巻き込んだ「魅⼒ある漁港」づくりの推進による新たな商品開発と浜の
有効利⽤



漁協と連携してフルボ酸を製造・販売



環境教育に携わってきて気づいたこと・・・

対象によって目線を変える（誰に伝えたいのかで！）

教えることは、お互いに学び気づくこと

助成金はもらえるときにもらっておく！

高度なことよりも、誰でもできること

今の考え方が20年後に正しいかどうかは分からない

次の時代のことは、潔く担い手となる子どもたちに託す

私たちができることは、“今”を正しく伝えていくこと

人と人・Give and Take／地域も参加者もスタッフも

主役は地域のみんな！ 地域も担い手！

いつまでもやらず、できるだけ早い時期に地域へ委譲

できる限り親子で参加 できる限りフィールドへ

【イベントに対して】

【地域に対して】



自分たちがしんどいと思うイベントは
参加者もつまらない！！

自分たちも楽しまなければ！！

そのためにも・・・



ご静聴ありがとうございました


